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上田市消防聞のポンプ守桑法大会が7月58、北小学校でhわれました。参加した約600入の分間品は、
自動車ポンプと小型宇!動力ポンプの郊に分かれ、この口に備えて練習してきた成来を披露しました。大

会は、操法技術のjBi{l!さと秒単位めいさを緩うだけに、みんなtJ.勿!な表情で取り組んでいました。また、

ヒ悶創造館では10周年記念ラッノ~II火炎大会ち |射かれました。

主な内容

6月定例市議会が閉会…...・H ・...・H ・.....・H ・....2・3ページ

交通震調査の結泉から………...・H ・H ・H ・..………・一4ページ

健康メモ・・・・・・-……・・・……………ー・……・・・………・・ 5ページ

上回わっしょい特集...・H ・..……...・H ・..・……・・ 6-9ページ

下水道のf共同Il仙台区域広がる ・…...・H ・..……・10・11ぺージ

カメラレ~・・…・・…・ ・・……ー一・…・・・・・…-……一 12 ・ 13ページ

お知らせ・…・…・・……-・・…一一・…・・・……._.一一14-16ページ

r市民と市長の日J8月はお休み

毎月行っています「市長と市長の日J
を、 8月は都合によりお休みさせてい
ただきます。

農地問題相談日

r，;基地IllJ組本11，1炎Jを8月 1日仕)午前 8
時30分から正午まで、市役所2附淡業
委員会事.pJl..jで行います。
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建設工事が進む市民の森公園・体育館

6
月
定
例
市
議
会
か
ら このように使います

-総務費

l>防災行政無線機購入

σ1'~帯型無線機 5 台購入〉・…… ・ ・ ・ ……・185万円

・民生食

[>ねたきり老人訪問活動事業委託料…-…ー96万円

[>デイ ・サービスセンター

訓練者への給食サービス…・・…・・・…44方1千円

・労働貸

[>勤労者住宅建設資金融資預託金… ・・・3.000万問

[>上田市勤労者福祉資金利子補給食・..104芳7千問

-，4農林水産業貸

[>特定地域農業振興総合対策本業補助金 (4組合

のトラクター購入などに補助)・・・・・・549万5千円

b室誤地区農業用地熱池下水源調査委託(上室賀

に湧出の鉱泉を調資)……………...・H ・.100万問

・土木俊

[>交通安全総設望室備事業(三好町上田原線歩道新

設事業など)…………・………・………3，000万円

[>道路新設改良事業(塩田 3号線、久保峠線など)

・・・3億9，325万円
[>河川改修事業(常田川など)…・・…-…・4.895万円

[>土地区画室審理事業調査委託(秋和地区21ha、秋
和神畑線用地確保)・…・・・…・・・・・・・・・….....500万問

[>上悶大星線慾備事業…………...・・…"6.850万同

・教育費量

じ〉第六中学校校舎建設工事・…..一……8，750方向

[>埋蔵文化財保髄緊急発掘調査委託料など

(琵琶綴遺跡、など)………・・……・-… .800万同

[>中神寺薬師堂屋根改修補助金・........501万4千円

[>信州青年連帯の船乗船者補助金・...........72万円

一般会計補正予算の主な内容

土
木
・
教
育
な
ど
重
点
に

一第 987号

六
月
定
例
市
議
会
が
、
六
月
九
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
、

+
玄

日
聞
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
国
保
財
政
の
健
全
運

営
を
維
持
す
る
た
め
の

「よ
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
案
」
、
「昭
和
六
十
二
年
度
上
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

な
ど

二
十
一
議
案
が
審
識
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
ゑ
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
条
例
の
改
正

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、

悶
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
避
営
を

正
維
持
す
る
た
め
の
線
税
限
度
額
並
び

に
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
、
所
要

め
改
正
を
し
ま
し
た
。

マ
上
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一

部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の

一
部
改

正
に
伴
い
、
国
民
総
康
保
険
税
の
滞

6丹市議会で決まった62年度予算
補 正 ニ予 算 額

一般会計 81意2，887方7千円

特別 会計 2.608方9千円

予 算 総 客員

一 般会計 216f意5.091方8千円

特別 会計 114億2，303万4千円

(特別会計には産院事業も含む)



納
者
に
対
す
る
制
則
の
適
用
範
囲
の

拡
大
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
し
ま
し

た。マ
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金世
帯
貸
付

条
例
の
一

部
改
正

国
の
要
綱
改
正
に
伴
い
、
貸
付
金

の
利
事
引
き
上
げ
に
か
か
わ
る
所
要

の
改
正
を
し
ま
し
た
。

マ
上
関
市
立
小
学
校
位
置
条
例
の
一

郎
改
正

現
在
の
筆
駒
沢
小
学
校
と
小
泉
小
母

伎
を
統
合
し
て
、

昭
和
六
十
一一一
年
四

月
に
開
校
予
定
め
上

m市
立
川
内
小

学
校
の
設
震
に
か
か
わ
る
関
係
条
例

の
改
圧
を
し
ま
し
た
。
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長池公園・せせらぎ広場 I 

り郷土賞を受賞手づく

意
見
書

-
米
を
含
む
am串屈曲
閣
の
古
川
場
開
放
姐

止
並
ぴ
に
水
田
農
業
の
確
立
に
関

す
る
意
見
曾

我
が
聞
の

一
方
的
な
貿
易
保
字
の

拡
大
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
農
産
物
十

二
品
目
、
牛
肉

・
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の

輸
入
自
由
化
婆
ボ
に
加
え
、
米
の
市

場
開
放
を
求
め
る
圧
力
が
一
段
と
強

ま
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
国
内
に
お
い
て
も
、
内
M
障
問

物
市
場
の
全
茄
開
放
や
食
管
制
度
の

克
直
し
な
ど
、
農
業
政
策
の
改
革
を
求

め
る
危
険
な
動
き
が
台
頭
し
て
き
で

い
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
実
路

さ
れ
る
よ
う
強
く
相
官
附
す
る
。

①
由
民
の
主
食
は
‘
園
内
で
安
定

的
に
供
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
米
の
輸
入
要
求
を
排

除
す
る
と
と
も
に
.
米
の
市
場
開
欣

は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。
②
国
内

陣
刷
業
及
び
地
峨
農
業
の
務
幹
作
む
で

あ
る
閥
抗
産
物
十
二
n
即
日
に
つ
い
て
は
、

現
行
国
境
調
繋
措
置
を
継
続
す
る
、
」

と
。
③
食
管
制
伎
の
基
本
(
槌
粉
}

の
山
中
一
持
と
米
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
の
財
政
負
担
措
置
を
講
ず
る
こ
と
.

』
の
ほ
か
「
然
林

・
林
鴨
川

・
体
筏

長
池
公
聞
の
「
せ
せ
ら
ぎ
広
場
」

が
七
丹
二
円
、
絡
役
符
の
手
づ
く
り

郷
土
(
ふ
る
さ
と
)
食
「
水
辺
の
風

物
務
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
郷
土
質
は
、
創
作
品
工
夫

を
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
を
選
ぶ
も

の
で
、
今
印
は
「
ふ
れ
あ
い
の
放
水

道
」
「
水
辺
の
風
物
詩
」

「
い
き
い

き
と
し
た
楽
し
い
街
並
み
」
の
各
テ

ー
マ
一一
J
T
地
峨
ず
つ
、
金
問
か
ら
四

百
件
以
上
の
応
募
の
う
ち
九
十
地
域

が
逃
定
さ
れ
ま
し
た
。

押
収
池
公
闘
は
、
こ
の
ご
月
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
新
し
い
公
闘
で
す
。

裁
の
品
川
住
化
と
国
訂
林
の
再
処
に
関

す
る
意
見
舎
」
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

屋
根
の
改
修
が
行
わ
れ
る

中
禅
寺
薬
師
蛍

場
所
は
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
田
創

造
館
の
東
隣
に
あ
り
‘
商
梢
は
約

一--

一一一

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
水
辺
の
風
物
詩
に

滋
ば
れ
た
「
せ
せ
ら
ぎ
広
場
」
は
、

問
公
闘
の
府
側
に
あ
り
、
市
内
の
公

闘
で
は
初
め
て
人
工
的
な
流
や
川
の

琉
れ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
問
日
や
祝
日
に
な
る
と
、
小

・
中

常
生
や
家
族
巡
れ
が
歓
声
と
と
も
に

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
.ま
た
‘
同
公
闘
に
は
、
芝
生
広
場
、

石
の
広
場
、

滑
り
台
や
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
な
ど
の
プ
レ
イ
ロ
ヴ
ド
、
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
@

上
回
創
造
館

夏
休
み
の
中
の
催
し

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

マ
期
間
七
月
二
十
七
日
開
1
八

月
十
五
日

ω{八
月
八
日

ωは
除
〈
}

マ
時

間

午

前

十

一
時
、
午
後

一
時

三
十
分
、
同
三
時
(
日
眼
目
は
午
前

九
時
三一
十
分
ら
)
マ
投
影
内
容

瓦
の
口
説
笠
と
皐
の

一
生

-
観
望
会

マ
日
時
七
月
』
八
月
の
毎
土
問

n、
午
後
八
時
1
九
時
三
十

分

門
V

会

場

実

体

観

測

室

マ

内

容

互

の
代
表
的
な
息
や
星
雲
な
ど
を
観
噌

す
る
マ
参
加
料
細
川
料
で
時
間
内

に
自
由
に
参
加
マ
そ
の
他
雨
天
・

良
部
天
時
は
中
止
(
午
後
八
時
に
決
定
)

・
楽
し
い
折
り
紙
教
室

マ
日
時
八
月
二
日
側
、
午
前
の

部
(
九
時

1
E午
}
・午
後
の
部
(
一

時
1
四
時
)

マ
内
容
折
り
紙
で

動
物
、
花
を
作
る
マ
参
加
料

二

百

阿

マ

対

数

小

学

件

以

上

マ

受

付

七

月

二
卜
六
円
側
ま
で
に
役

務
で
申
し
込
む

-
そ
の
他
の
催
し

夏
休
み
中
、
「
出
脚
本
作
り
救
護
.
ワ

ー
プ
ロ
一
教
家
、
初
級
パ
ソ
コ
・ン
教
室
、

パ
ソ
コ
ン
っ
て
何
だ
ろ
う
」
の
俄
し

も
あ
り
ま
す
。
併
し
く
は
よ
間
制
法

的

(

含

@
1
1
1
1
)

へ。
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通勤時間が

古
川
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の

交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和

五
十
七
年
か
ら
渋
滞
解
消
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
交
通
対
策
課
で
は
、

こ
の
運
動
の
効
果
を
み
る
た
め
、
今

年
も
六
月
十
五
日
か
ら
六
日
間
、
マ

イ
カ
ー
の
所
要
時
間
や
交
通
貨
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
・

流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に

所
要
時
間
調
査

こ
の
制
点
は
は
、

市
街
地
へ
向
か
う

路
線
の
中
か
ら
八
コ
ー
ス
を
選
び
、

梢
の
ラ
ア
ン
ュ
一時

(
午
前
七
時
か
ら

九
時
)
の
通
勤
所
袈
時
間
を
調
べ
る

全般に車の流れがスムーズになっています。

も
の
で
す
(
下
回
ー
そ
の
結
来
、
国

滋
一
四
四
号
線
の
畑
山
か
ら
市
役
所

ま
で
の
』
ハ

・
ヒ
J
、
主
要
地
方
巡
ヒ

悶
九
子
線
の
宅
烏
足
偽
神
社
か
ら
阿

武
受
抗
告
点
ま
で
の
む
・
問
♂
な
ど
h

ハ

コ
l
ス
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
比
べ

.. 分
か
・
句
二
十
秒
の
短
縮
が
必
め
ら

れ
、
全
般
に
小
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
.
こ
れ
は
、
道
路
の
改
良
や

M
U

般
の
時
間
制
鐙
に
よ
る
ら
の
と
忠
わ

れ
ま
す
.

し
か
し
、
国
道

一
八
号
線
上
り
の

下
塩
尻

l
市
役
所
間
で
は
、
昨
年
よ

り
時
聞
が
か
か
り
ま
し
た
。
特
に
、

下
塩
尻

l
塩
尻
小
学
校
聞
で
約
四
分

も
の
時
聞
を
要
し
ま
し
た
.
ζ

れ
は
、

塩
尻
地
区
の
二
か
所
で
右
折
す
る
率

が
交
通
の
流
れ
を
止
め
て
い
る
た
め

と
忠
わ
れ
ま
す
.

全
体
で
は
や
や
減
少

通
過
受
通
貧
困
責

こ
の
調
先
は
.
ラ
プ
ン
ュ
時
的
二

時
間
、

O
R
泌
放
の
多
い
十
.
地
点
で

市
紛
地
へ
向
か
う
泌
動
マ
イ
カ
ー
の

市
平
尚
治
散
を
つ
か
む
の
が
ね
ら
い
で

ム
す
.そ
れ
に
よ
る
と
、
千
曲
川
お
仰
の

総
交
一
油
危
は
五
千
四
百
六
十
四
品
口
で
、

昨
年
よ
り
三
百
八
ト
二
台
減
少
し
ま

し
た
。
一
方
、
反
停
で
は
四
千
四
百

五
ト
一
台
と
、

昨
年
よ
り
三
百
五
ト

四
台
噌
加
し
ま
し
た
。
全
体
で
は
や

や
減
少
し
て
い
ま
す
.

こ
の
う
ち
、
内
舟
備
で
は
三
百
問

ト
じ
台
の
刷
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

k
山
崎
酬
で
は
昨
年
と
ほ
ぼ
川
数
で
し

た
.
小
牧
九
ιj仰
で
は
、
昨
年
よ
り

約
行
品
川

mえ
、
こ
の
路
線
の
利
則
皮

が
高
ま
っ
て
い
る
ミ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
ま
た
、
四
月
開
通
の
秋
和
上

嶋
線
を
利
用
し
て
溢
尻
方
而
へ
向
か

う
事
が
九
百
四
十
四
台
と
多
く
、
省

内
附
の
交
通
渋
滞
緩
和
に
役
立
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
.

(61年との比較)
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5.3k・ 4正舟Il {.2'45・}

下t.l尻一市役所
関道18~.l(上 り} 20'ω ・15 '32 • 

19 34 

5.9回 14'02・}

千 o 山一市役所 19 '05・
鐙 6.7lu・ 聞道l“号線 31 'ω ・22 '21 • 

(.3'16・}
I11 
中吉田町市役所 1帳JI小緒上悶11 17 '18 • 

右 24'ω・18 '19・
淳

7.1b1 {徐fI't街道} (.1'01'1 

主邑 大 屋一市役所
間近18守a<下。} 26 'ω ・22 '20・21 '52・

区 6.7同 (.28・}

九 子司市役所 小牧九千.. 
一 23 '31・

22 '46・
7，6km 小牧 li (.45・}

マイカー所要時間関査結果



第 987号一

今
回
は
、
子
ど
も
の
感
染
症
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
.
子
ど
も
の
感
染

症
と
い

っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
風

邪
、
肺
炎
、
気
管
支
炎
な
ど
呼
吸
器

の
感
染
援
が
、
そ
の
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
そ
の
他
、
と
ぴ
ひ
、
ペ
ル

ペ
ス
な
ど
皮
膚
の
感
染
症
、
流
行
性

絡
線
炎
な
ど
自
の
感
染
症
な
ど
、
部

位
別
で
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ま

た
、
呼
吸
録
、
皮
膚
、

g
な
ど
合
併

し
た
感
染
症
も
あ
り
ま
す
風
し
ん

も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
.

t: え

A 

子
ど
も
の
感
染
症

一(5)一一一昭和162年7月16U 広 報う

風

し

ん

今
年
は
、
風
し
ん
が
大
流
行
で
し

た
。
や
っ
と
下
火
に
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
.
風
し
ん
は
、
そ
の
捉
状
か

ら
で

.nば
し
か
」
と
も
3
わ
れ
、

風
し
ん
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
急
伎
の
は

っ
し
ん
性
感
染
躍
で
、

一
度
か
か
る

と
、
免
疫
が
で
き
て
二
皮
と
か
か
り

ま
せ
ん
.

M

鉱
山
畑
初
制
に
か
か
る
と
、

先
天
性
風
し
ん
能
候
鮮
と
い
っ
て
、

夏を元気に・・・プールで遊ぶ予どもたち

流
絡
し
た
り
奇
形
児
が
生
ま
れ
た
り

し
ま
す
@
m伏
期
附
は
、
卜
間
口
か
ら
ニ
ト

日
ぐ
ら
い
で
、

仙
川
と
川
時
に
は

っ
し

ん
が
ぶ
わ
れ
.
一七
日
ぐ
ら
い
で
例
え

て
し
ま
う
の
が
主
な
成
状
で
す
.
耳

の
う
し
ろ
や
後
服
部
、
け
い
部
な
ど

の
リ
ン
パ
節
の
は
れ
が
、
は
っ
し
ん

の
出
る
前
日
ぐ
ら
い
か
ら

一
泊
聞
は

ど
続
く
こ
と
も
特
徴
の

一
つ
で
す
。

子
ど
も
の
風
し
ん
が
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
に
う
つ
っ
た
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
「
風
し
ん
だ
」
と
自

己
診
訴
し
な
い
で
、
主
治
医
に
診
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
.

百
日
ぜ
き

百
日
ぜ
き
は
、
昭
初
て
ト
九
年
ご

ろ
ま
で
、
子
ど
も
{
符
に
乳
幼
児
)

の
感
後
症
と
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
怒
れ

ら
れ
て
い
ま
し
た
.
し
か
し
、

F
肋

彼
縄
の
普
及
と
抗
生
物
質
が
広
〈
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
の
よ
う

な
ひ
ど
い
箆
状
の
百
回
目
ぜ
き
は
減
っ

て
き
ま
し
た
。

百
日
ぜ
き
は
、
百
日
ぜ
き
諸
問
に
よ

っ
て
お
こ
る
、
急
怜
の
呼
機
器
悠
決

症
で
、

-
度
か
か
る
と
終
生
免
疫
と

な
る
の
は
、
嵐
し
ん
と
同
じ
で
す
.

潜
伏
期
間
は
、
ヒ
日
か
ら
ト
四
日
ぐ

ら
い
で
、
発
病
め
は
じ
め
は
郷
水
、

の
ど
の
か
ゆ
み
、
く
し
ゃ
み
、
日
の

光
臨
や
棋
な
ど
、
際
通
の
風
町
仰
の
症

状
に
似
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
だ
ん

だ
ん
せ
き
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
.
悼
付

に
就
務
時
や
夜
川
、
明
け
万
に
な
る

と
、
発
作
的
、
辿
統
的
に
お
こ
り
、

呼
触
で
き
ず
、
顧
は
兵
っ
赤
に
な
り
、

ヂ
ア
ノ
l
ゼ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
.
子
ど
も
は
は
く
こ
と
も
多
い
よ

う
で
す
.

せ
き
が
続
い
た
後
、
息
を
吸
う
と

き
に
、
特
台
刊
の
前
知
{
レ
プ
リ
1
ゼ
)

を
発
し
ま
す
。
せ
き
が
ひ
ど
い
わ
り

に
熱
は
あ
り
ま
せ
ん
.
そ
の
砂
利
の
と

お
り
百
円
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
五

ト
日
近
く
は
せ
き
が
続
き
ま
す
。

か
か
っ
た
と
き
は
、
せ
き
に
よ
る

お
う
吐
が
あ
る
の
で
、
水
分
納
絵
に

十
分
試
を
つ
け
ま
し
ょ
う
.
予
防
と

し
て
は
、

ニ
畿
以
上
の
お
子
さ
ん
は

三
種
混
合
の
予
防
接
穫
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
と、

ふ
だ
ん
か
ら
何
で

も
よ
く
食
べ
て
体
力
を
つ
け
る
こ
と

で
す
.

り脈て
ま炎、そ
す(麻の
.おし 他
たん
ふ、子
< I}<ど
か 1前も
ぜ‘の
)流感
な行染
ど佐佐
カCIfと
あ下し

U
A
V
 

Mm
へ
ル
ペ
ス
・
:
晦
し
ん
。
皮
膚
に
小

さ
い
水
池
が
巡
航
し
て
で
き
る
も

の
.

国間
チ
ア
ノ
ー
ゼ
・
:
血
液
が
酸
猿
の
欠

乏
に
よ
り
赤
み
を
失
い
、
皮
織
が

世

H
烈
く
な
る
こ
と
.

長
野
綾
能
開
発
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
を開
き
ま
す

長
野
扶
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

一
般
成
人
将
を
対
象
に
抜
能
向
上
の

た
め
の
務
切
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
.

技能m習の日程と内容
ス 11 日 時間

定員
受自書特 受 Z帯~~*ll コ ー

{走者煩}

.. .， 8 H 1日ω
15人 1.創>OfflP 0 P仏 f. 2 fIω 午前 培礎から~1:Jし

ワード 8H22日ω 9時 たい方
16人 1.5∞伺プロセマサ 23日{蹄

81129臼ω
午後

木工品事創刊1熔
30日間 了者またはよリ木工品製作
91150ω 5時

20人 3.000問
目司君Eの技能を判(11) 

6 EI (B) 1持したいJj

マ
由
申
し
込
み
同
セ
ン
タ
ー
(
長
野

市
吉
田
四

・
E
0
2
6
2
⑬
2
9
3

3
)
へ
。
議
習
開
始
の

一
か
月
前
よ

り
受
け
付
け
て
い
ま
す
.
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第
何
回

家族みんなで楽しく

の

よ

い

第
十
六
回
「
よ
関
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、
七
月
二
十
五
日
出
に
開
か
れ

ま
す
。
市
民
み
ん
な
の
夏
祭
り

「上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
市
内
は
祭
り
ム
ー
ド

一
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

主
役
は
9

め
な
た
。
で
す
。

二
十
五
日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
市
民
総
参
加
で
、
夏
の

一
夜
を
思
い
切
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う

各
速
の
参
加
申
し
込
み
は
、
七
月

四
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
本
努

ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
申
し
込
み
を
さ

れ
た
各
迷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
番
に
備

え
て
、
毎
日
練
明
日
に
余
念
が
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

事
務
所
開
き
7
月
初
日

本
年
は
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の

県
務
所
が
、
ヒ
悶
商
工
会
議
所
の
四

階
に
漬
か
れ
ま
す
。

事
務
所
開
き
は
、

七
月
二
十
臼
開

の
午
後
行
い
ま
す
。
事
務
所
聞
き
が

済
む
と
「
上
関
わ
っ
し
ょ
い
」
の
本

務
は
、
す
べ
て
こ
の
事
務
所
で
行
い

ま
す
。
電
話
は
⑫
9
9
5
5
で
す
。

踊
り
を
指
導
し
ま
す

上
田
氏
蹄
述
合
会
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
、
各
連
へ
出
向
い
て
踊
り
の
指

導
に
あ
た
り
ま
す
。

指
滋
を
希
望
す

る
速
は
、
最
寄
り
の
講
師
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
務
師
の
連
絡
先
は

「広
報
う
え
だ
」
七
月
一
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

(1
チ

ャ
ン
ネ
ル
)
で
も
、
蹄
り
の
練
習
V

T
R
を
次
の
と
お
り
欣
送
し
て
い
ま

す。品瓜
送
日
・
:
七
月
二
十
四
日
ま
で
毎
日

放
送

放
送
時
間
・
:
午
後
二
時
四
十
五
分
か

ら
五
分
間
、
伺
六
時
四
十
五
分
か

ら
五
分
間

放
送
設
備
の
取
り
付
け

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
音
量
の
試
験
な
ど
で
、
お

祭
り
広
場
付
近
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
な
ど
に
ご
迷
感
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



一-
E
し一
一-二
午
後
5
時
か
ら

一み
一

7
時
日
分
ま
で

午
後
五
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行

者
逃
路
に
な
っ
て
、
各
所
か
ら
「
み

こ
し
」
が
か
つ
ぎ
山
山
さ
れ
ま
す
。
今

年
も
十
数
台
の
「
み
こ
し
」
が
山
山
ま

す
。
『
み
こ
し
」
の
時
間
は
、
午
後
七

時
十
五
分
ま
で
で
す
。

一り
一
午
後
7
時
純
分
か
ら

一踊一

9
時
純
分
ま
で

午
後
七
時
一
一
一
十
分
に
花
火
が
打
ち

あ
が
る
と
、
「
上
聞
わ
勺
し
よ
い
」
の

第 987号ーt: え一(7)一一一昭和62年7月16日 広報う

受通規制は

午後5時-"10時15分

踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
上
岡
市
民
撲

協
同
組
A
H
上
聞
支
所
前
の
ス
テ
ー
ジ

で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、
「
上

mわ
っ
し

ょ
い
」
の
酬
が
お
祭
り
広
場
に
琉
れ

ま
す
。
中
間
に
十
分
粧
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
、
締
り
は
午
後
九
時
三
十
分

ま
で
続
き
ま
す
。

本
部
は
商
工
会
議
所
前

本
部
は
、
よ
町
商
工
会
議
所
前
に

絞
け
ま
す
。
緊
怠
の
迷
給
、
け
が
、

急
病
人
な
ど
は
本
部
へ
ご
述
続
く
だ

h

き
い
。

ま
た
、
例
年
、
迷
子
が
多
く
山
ま

す
。
お
子
さ
ん
か
ら
日
を
離
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
方
て
お
子
さ
ん
が

迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
ご

述
給
を
。
電
話
は
⑫
9
9
5
5
で
す
。

シ
ル
バ
ー
シ
l
ト
も

原
町
の
ユ
ニ

l
と
上

m伝
川
合
印

本
庇
前
に
、
体
の
不

n山
な
人
的
席

(
シ
ル
バ
ー
シ

l
卜
)
を
設
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
子
ど

J
U
述
れ
の
・
万
は
、
で
き
る
だ
け
こ
の

辺
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

咋 ー-

ZJ 
---， 
上
回
わ
っ
し
ょ
L、
」ー

み

し

r J'.問わっしょ Lり と1れは、 !'r'後 5時か ら同
101昨日分まで、必然 1)広場へ王ドーの乗り入れがで

きません。これに伴って、問辺道飴も交通が規

制されます。

お祭り広場内外の交通聖書flllおよび縦断務備は、

野祭・事、交通安全:協会、交通折導員の管さんの

ご協力をいただきます。その折示に従ってくだ

さL、。
・バス停が移動します

午後5昨から、お然り広場のrl'のパスf1ーは使
えなくなります。 J'.間駅前約千1ftl所は、午後7

時から岡武_I'.ffl府首ijへ移ります。その{也ノfスの

速行が変わりますので、主連而の案内除|をご覧〈

ださい。

;t-;然リが終わると、間武J..m日;fiijから臨時パ
スカイH'，ます(下表参照)。

・タクシー乗り場も移動します

タクシー乗り場も、午後7時からイト ーヨー

カド一前へ移動します。交通規制解除の午後10

1Ii''j:30分からは、上田駅前へもどります。現場係

日のす??示に従ってください。

・駐車場の案内

J..日iわっしょい実行委員会で庁Hましである次
ページの案内図を参照してください。また、{羽丘の

道路は抗Jll黙JI:にな勺ています。できるだけ，"

ス、il!:司王などの交通機関をご利用くださ L、

臨時パス・電車も出ます

臨時パス・電車時刻表

会社名 西武宮守発 行 先

よ国交通
21・50 別所温泉行、丸子町行

〆、， (臨時} 赤4直行、莫回行、傍賜行

千曲パス
21 : 50 田中行、祢f章行、室賀行
(臨時) 百IJ所温泉行、青木行

ス
21 : 50 

川中島パス
(磁鰐)

下半過符

会社名 上回駅発 行 先など

20 :51 _jJ1J所温泉行
{定期) 下之聾眠から幸良昆富士出荷 I~"撞llw:on

毎 21 :35 _jJIJ所温泉行
{定期) 下ZIlII¥か勺丸子町有パス盤輯位1:51)

上回交通
22: 00 別所温泉行
{臨時) 下之鰐駅からパZ縫綾なL

2巨 22: 20 別所;昆泉行
(簡略) す之錫駅からパ;q書織なL

{18館:時15) よ問符{下之鷹駅発)



l事Jよ図交通
4 バス停

第16回上回わっしょい案内図
.交通規制.パス路線変更・タクシー乗り場

7月25日の交通規制で、原町 ・海野町 ・松尾町 ・大門町の各通りは、午後5時から10時15分まで
通行出来ません。なお鷹匠町ー上田駅ー西武までは午後6時までお祭り広場へ撃の乗り入れが
できます。周辺道路も交通が規制されます。警察 ・交通安全協会員 ・交通指導員 ・実行委員

会役員の指示に従っていただき、楽しいお祭りにしましょう

7月25日(土)プログラム

みこし午後5:00-7:15

おどり午後7:30-9:30 

(雨天決行)

歩行者道路

盤璽ぅ回銘

守一一一一方通行

φ一一一一方通行解除

会で用意した駐寧場てす

ので、ご利用ください

付近の道路は駐車禁止

(ただし歩行者道路は機断できない)

く だ~I.'



仁一

午後7:00以後駅前
バス停がここ

へ移動

花歯臨時パス停

上回交通

千曲パス

川中島パス

市
民
体
育
館
⑨

市役所
やぐら下駐車場

⑨ 
午後6:00-7:00駅から
定期パス・タクシー

タクシー乗り場

午後7時-10時15介、駅前タク
シー乗り場は、イトーヨーカド

ー前へ移動。

午後10時15介以降は、ふだんの
タクシー乗り場へ移動。 ゴ上市需品

古舟橋へ



処
理
区
域
別
か

に

一第987号

公
共
下
水
道
は
、
快
適
で
術
生
的

な
生
活
環
境
の
棉
保
と
河
川
の
水
質

汚
濁
を
防
ぐ
う
え
で
‘
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
公
共
純
設
で
す
.
上
回
市

で
も
昭
和
四
十
二
年
に
事
業
を
開
始

し
て
以
来
、
今
年
で
二
十
年
目
を
迎

え
ま
し
た
.

公
共
下
水
道
の
処
m
q
区
域
は
、
年

々
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
.
昭
和
六
ト

一
年
度
に
本
管
特
設
工
事
が
終
了
し

た
区
波
に
つ
い
て
、
ヒ
月

一
日
付
け

開
始
区
滅

¥ 

で
供
用
開
鮪
の
告
示
が
さ
れ
ま
し
九

新
た
に
供
用
開
始
め
対
必
と
な
っ
た

の
は
、
新
聞
、
綿
が
丘
な
ど
北
部
地

区
が
中
心
で
、
而
械
は
五

0
・七九
μ
、

対
ゑ
戸
数
じ
百
十
戸
で
す
。

-
』
れ
に
よ
り
、
総
吋
鍛
術
面
積
九

九
八

・
九
九
川
ι
に
対
し
て
‘
供
用
開
始

区
域
が
五
八
九

・
八
九
一
リ
午
前
翠
備
率
五

九
戸
'
)
、
使
用
可
能
戸
数
は
約
一
万
七

百
戸
と
な
り
ま
し
た
(
下
図
)。

水
洗
化
は
早
め
に

公
共
下
水
道
事
業
は
、

一
戸
で
も

朱
改
造
の
ま
ま
成
っ
て
い
る
家
が
あ

る
と
、
そ
の
目
的
が
ト
分
注
成
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
下
水
滋
法
と

条
例
で
、
供
用
開
始
告
示
の
日
か
ら

六
か
月
以
内
に
雑
排
水
の
切
り
替
え

を
、
ま
た
三
年
以
内
に
使
所
の
水
洗

化
を
す
る
よ
う
悼
執
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
.

品
目

u
示
を
さ
れ
た
ば
械
の
怖
さ
ん
は
、

で
き
る
だ
け
平
〈
水
洗
化
正
事
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
.

公共下水道供用開始区域図

仁コ供用開始済区域
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下水道管布設

東部2号幹線

のお知らせ

今
年
度
よ
り
、
上
川
原
柳
町
か
ら
踏

入
ま
で
の
国
道

一
八
号
線
以
来
の
勧
銀

備
計
画
を
進
め
る
た
め
、
京
都
汚
水
二

号
幹
線
の
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
下
図
の
と
お
り
材

木
町
一
丁
目
か
ら
天
神
三
丁
目
ま
で
、

直
径
八
百

g
L川
の
ヒ

A
l
ム
管
を
推

進
工
法
に
よ
っ
て
、
延
長
二
千
八
百

M
M

布
設
す
る
も
の
で
す
。
推
進
工
法

は
、
六
十
れ
間
隔
ぐ
ら
い
で
立
て
坑

Tごえ-ω一一一昭和62年7月16日 広報う

維進工法による下水道ヱ司E

を
設
け
て
中
を
掘
り
抜
き
、
ヒ
ュ

1

ム
管
を
圧
入
す
る
工
法
で
す
(
写
真
)。

こ
の
問
、
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に

は、

一
郎
通
行
止
め
や
工
事
の
騒
音

な
ど
で
ご
迷
慾
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
唆
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
穆
日
程
な
ど
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
関
係
者

に
ご
遮
絡
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3

に
d
岬
，
.
作
品

P
3
0
0

東部汚水2号幹線計画図

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

哀
の
風
物
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
庭
先
な
ど
で
興
じ
る
花
火
は
、

夏
の
夜
な
ら
で
は
の
も
の
。
し
か
し
、

小
さ
な
H

お
も
ち
ゃ
他
火
々
と
あ
な

ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
花
火
が
原

因
で
火
災
が
発
注
す
る
こ
と
は
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
花
火
が
ぶ

服
に
引
火
す
る
と
忠
わ
ぬ
け
が
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
ロ
注
怠
し
ま
し
ょ
う
。

マ
注
意
書
き
を
よ
く
観
ん
で

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と

め
て
点
火
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
の

中
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

マ
安
全
な
場
所
を
選
ぼ
う

周
り
に
紙
く
ず
や
枯
れ
草
な
ど
の

正
し
い
使
い
方

。

燃
え
や
す
い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危

険
物
の
な
い
所
、
人
家
な
ど
の
建
物

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
ぴ
ま
し
ょ
う
。

マ
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

風
が
強
い
と
き
や
異
常
乾
燥
注
意

報
が
山
山
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
滋
ぽ
う

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
て

い
た
た
め
に
、
適
切
な
処
還
が
と
れ

ず
に
火
事
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を

し
た
背
中
例
が
あ
り
ま
す
。

マ
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て

マ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
が
ら
は
、

必
ず
バ
ケ
ツ
に
捨
て
て
、
完
全
に
消

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

わ
る
い
例

火ガ消えても簡をのぞい

てはいけません。

× 



昭和62年 7 月 16日 一一一- (l~-

老齢縄祉年金
障害基礎年金〕受 給 者の皆さ ん へ

申立書・現況届を提出しましたか?

老齢福祉年金の受給柵のある人に f公的年金受
給状況等申立書Jという往復はがきをお送りしま
した.必要な事項をもれなく記入し、押印のうえ

返送していただくようになっていますが、まだ出

していない方は至急返送してください。

Wl腕までに提出しないと、年金の受け取り に支

陣が出ることがありますので、ご注意ください.

陣容基礎年金 {旧附'>>福祉年金)の受給摘のあ

る人は、今年から「凪民年金受給権者現況届Jな
どを出していただくことになりました.往復はが

きでお送りしてありますので、必要な事項をもれ

なく記入し、 押印のうえ返送してください。

待
望
の
戸
ユ
釣
り
解
禁

千日b川のアユ釣りが、 6月27日に解禁に
なりました。上川機付近では、 大公盟が3

(;.ほどの間隔で釣り糸を垂らすほどの混雑

ぷり(=写真).fアユよりも人間の方が多
いJと冗談をnう釣り人もいましたが、20:・
ほどのアユを次々に釣っていました.

公的年金を

受給するようになったら

草刈り・・・和気あいあい

6 月26目、市民の務で報恩寮のお年寄り

による俗刈りが行われました.これは恒例

の事仕活動.23人の努力日者は、わしば山荘

の周りを汗をふきふきていねいに刈ってい

ました. 市役所または各支所で、受給するための届けが

必姿です。老齢福祉年金や附百基礎年金{川陣容

福祉年金)は、{也制度の年金を受給するようにな

った場合、原則として支給されません.これは、

福祉年金などが本人の.!l.fIlなしに、国の税金でま

かなわれているためです。ただし、 他制度の年金

瓶が一定の限度制 (62{ドJ.aは569.000問)以 ドの場

合は、 福祉年金などの・ì~IS または全部が支給され

ます。

tf.しくは、国保王手念。瓜まて‘お尋ねてください.

〈聞係年金標宮⑫ 4100内線284有線告)0711>

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

車
骨
物
劇
物
取
扱
者
拡
験

準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

上

m孫
剤
師
会
で
は
、
九
川
』
ハ

n

に
災
肋
概
さ
れ
る
ほ
物
刷
物
取
純
計
引
以

前
に
飾
え
て
、
次
に
よ
り
市
陥
品
例

会
を
間
航
し
ま
す
.

マ
と

き

A
コ
1
ス
H
八
月
十

四
日
樹
、
十
五

8
出
、
十
六
日
出
.

8
コ
1
ス

八

月

ト

五

nω
、
十
六

日
仰
(
特
定
品
目
受
市
川
お
の
み
)
・

C
コ
l
ス

八

日

τ
ト
日
側
{
間
以
般

ぷ
験
の
み
)
.

ウ

と
ニ
ろ

L
L
町
議

剤
師
会
研
修
室
{国
分
九
九
四
l
一

)

マ
申
し
込
み

七
月
三
十

一
日
出
国
ま

で
に
上
回
獲
剤
師
会
{
宮
@
6
1
3

0
)へ
.

マ

受
値
幅
料

A
コ
l
ス

六
千
五
百
円
.
8
コ
1
ス
阿
千
五
行

円、

C
コ
l
ス
七
千
円
(
叫
け
受
付
は

一.
千
五
百
円
)

マ
機

師

上

m

似
健
所
技
京
、
上
回
葉
剤
師
会
委
日

市政ガイド

サンデーうえだ

この番組I立、打線テレ

ビ fJ:.田ケーブルピジ冒
ンjで、 日開IJIこ放映し

ています。 市政に関する

峨々な情報を"j民の符さ
んに縫供しています.
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決
い
紬
色
の
幻
忽
的
な
光
が
乱
蝿
仰

終
H

川
に
涜
れ
て
い
る
小
川
で
六

n
F旬
、
ホ
タ
ル
が
大
島
民
に
発
中
.
し

ま
し
た
.
こ
こ
で
は
例
年
、
こ
の
時

期
に
な
る
と
ホ
タ
ル
が
発
生
し
て
い

た
も
の
の
、
こ
れ
ほ
ど
大
食
に
飛
び

交
う
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
近

所
の
人
た
ち
が
.
夏
め
風
物
4
ア

ホ

タ
ル
の
日
比
物
に
毎
夜
H

仰
れ
て
い
去
し

た
.

な光の乱舞

t: え-(13)一一一ー昭和62年7月16U 広報う

交通安全
ふれあいレター

縞舟クラブ速合会北部支部の代表4

人が、 6月2481にこ斗.ft'Jイj
月に児i盗偉カか、ら贈られた交通安全の手紙

に対する返磁的 350泌を児童の代ぷに

手渡しました.同支部の柳沢支郎長It、

令校児tttに f心i品まる手紙をありがと
う.併さんは大人になっても交通ルー

ルを忘れないでJと呼びかけました.

い
き
上
越
フ
工
戸

ト
仁
川
柏
市
の
物
必
を
ど
う
ぞ

ー
と
h

ハ
川
・
・
ト
八
円
、
向
上
m

物
館
泌
が
出
帆
川
町
日
附
広
川
切

で
開
山
川
さ
れ
ま
し
た
・
こ
れ

は
k
刊
市
と
姉
妹
郎
前
提
携

(
昭
和
江
卜
問
年
)
し
て
以
米
.

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
.

路
じ
い
テ
ン
ト
で
は
、
イ
カ
、

カ
-
一
、
ワ
カ
メ
な
ど
の
肱
H
ハん

が
行
わ
れ
、
多
く
め
れ
い
物

等
で
に
容
わ
い
ま
し
た
.

~三支ー一

、--

11伽1111馴H削III1l川川H刷1111附1111削H川111川11川11川IIU附刷11川11川H川111川111111川IIllJlIlIlIllI川1111川H川1I1II川11川1111川H川nllllll川111川H川川111川H川H川11111川川1111馴111111附1II川H川1111111111川1111削l刷山l 凶H刷H川IlIIlllUllllllJllllIllllIllllllIllllllIIllllIllllllllIIllIlIllIlIIlIllIlllIIlIlI1I11111111111111111111111111111111111111111111111

円
伊
関
久
米
様
、
甲
図
晶
君
明
機

(旬

以

}

打

卜

万

川

社

A
2
M
M
飢ぷ
A
t

の
杭
什
一
令
に

「
上
聞
き
つ

8
会

織

九

千

八

.h九

円
什
.
会
制
紙
本
令
の
椛
立
令
に

清
水
筒
太
邸
機
{
桜
台
)
本
じ

附
農
村
環
附
制
改
tw
セ
ン
タ
ー
へ

V
パ
ラ
会
機
パ

ラ
併
で
・
ト
ト
午
向

紛
れ
L
m
M
刊
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

円
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
二
+
五

回
機

.
万
七
千
七
行
中
ハ
ト
川
社

会
福
祉
基
金
の
樹
立
令
に

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
五
因

縁

一
万
一
一
一
千
一
一
十
五
円
社
会
福

祉
基
金
の
郁
す
一
金
に

F

中
村
昭
三
機
(
ト
.常

m)
ト
万

円

相
m
N
U
U胞叫
M
W俗
的
に

ァ
ス
テ
ー
キ
宮
上
回
唐
織
九
万

・
下

円

H

行
会
制
飾
品
令
の
制
hv.
令
に



t: IIR剥162年7)J 16日一一-(ltl)ー

お知らせ悪
徳
商
法
に

え広報う

ご
用
心
/

生
活
環
境
篠

宮

@
4
1
0
0内
線
3
0
3

最
近
、
「
不
必
要
な
商
品
を
強
引

に
売
り
つ
け
ら
れ
た
」
と
か
、
「
法
外

な
雌
段
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い

っ
た
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
.

そ
の
多
く
は
.
訪
問
販
h

ハ
ん
に
よ
る
も

の
で
す
.

-
懸
賞
な
手
口
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い

た
め
に
は

①
ど
こ
の
、
だ
れ
が
、
何
の
日
的
で

尋
ね
て
き
た
の
か
を
具
体
的
に
確
か

め
る
.

d
nう
怠
h
b

ゅ
の
な
い
と
き
は
‘

め
か
ら
き
っ
ぱ
り
断
わ
る
。

ーー第 987号

• 鰐守口市民文必~ガ7月58、上田

市民会館で閃かれdし疋。主催I~上田

市文化蜜術館会〈的1∞@体ガ瓜入込こ

の81;'、合喝、パレ工、お砂、民鑓な
ど11鍛11'1され、会副II~約2， 000人の隠衆

で埋めつくされまレ疋.

-w
即
令
払
い
を
し
な
い
.

J
一
う
か
つ
に
許
取
引
、
抑
印
を
し
な
い
.

喧
契
約
の
内
務
を
明
ら
か
に
し
た
芯

而
を
受
け
取
る
。

も
し
、
訪
問
販
必
で
商
品
を
只
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
一
定
期
間
内
(
そ

の
日
を
合
め
て
七
日
)
な
ら
無
条
件

で
解
約
で
き
ま
す
.
「
し
ま
っ
た
f
・」

と
思
っ
た
ら
、
と
も
か
く
市
生
活
環

続
減
か
県
仁
田
山
政
省
セ
ン
タ
ー
(
宮

@
0
9
9
8
)
へ
相
続
に
お
い
で
〈

だ
さ
い
。

敬
老
祝
金

対
象
年
齢
が

引
き
上
げ
に

Iま
じ

社
会
銀
念
⑫
4
1
0
0内
線
S
7
7

市
で
は
、
毎
年
九
月
の
「
敬
老
の

日
」
に
あ
わ
せ
、
市
内
に
居
住
す
る

七
十
法
以
上
の
高
齢
怠
に
、
敬
老
祝

金
を
支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
漸
次
、
支
給
年
齢
酬
を
引
き
上

げ
、
ヒ
十
五
綾
以
上
の
方
に
祝
金
を
支

鉛
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.
こ
れ

は
、
予
均
ね
庁
内
叩
の
お
勧
化
に
作
い
‘

川
町
下
谷
市
に
お
い
て
は
す
で
に
引
き

L
し
げ
が
行
わ
れ
て
お
り
、

L
L
山
市
に

お
い
て
も
こ
れ
に
徽
ず
る
こ
と
と
し

ま
し
た
.
今
年
度
は
、
七
十
一
歳
以

上
の
万
が
枕
金
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
(
別
表
可
付
税
者
は
、
そ
の

年
の
十
二
月
末
日
ま
で
に
、
そ
の
年

附
に
速
す
る
方
で
す
.

年度 対象者

昭和62年度 71歳以上の方

11 63年度 12 1/ 

1/ 6411'-皮 13 11 

1/ 65年度 14 11 

1/ 66J'f三度 15 1/ 

(支給金額li、7ゆ 14材)
li今までどおり1.。∞問て寸/

と
ニ
ろ
・
:
よ
回
合
同
庁
舎

受
織
で
き
る
人
・
・
・
危
険
物
取
扱
者
免

状
の
交
付
を
受
け
た

u、
ま
た
は

こ
の
滞
留
を
受
け
た
日
か
ら
五
年

を
経
過
す
る
人

由
申
し
込
み

---K小
池
万
嚇
務
所
総
務

守
宅

{
A
H
M

庁
舎
}

受
鴫
由
申
輔
.
-
-
-
地
万
事
務
所
総
務
室

お
よ
び
倒
防
本
初
予
紡
採
で
交
付

し
ま
す
.
徒
出
期
間
は
.
ヒ
月
-
.

十
七
日
開
か
ら
七
月
三
十
一
日
掛

ま
で
.

受
講
手
数
料
・
・
・
四
千
円

危
険
物
取
扱
者

保
安
(
義
務
)
議
習

を
行
い
ま
す

消
防
本
郵
予
防
線

宮
⑫
2
5
0
1内
線

2
0
5

消
防
法
の
総
定
に
よ
り
、
川
町
知
恨

の
行
う
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安

に
関
す
る
講
科
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
.

と

会

:
・
九
月
十
日
附
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

従削世田M'々
H
H
 守，

不用品登録情報 (主なもの)

ゆずります <tr~ú画f布〉 ゆずってください

チどもいす 無料 乳児朗自動取いす

ハンドクリーナー 500問 Fどもj刊おぶい'*
電気コンロ 無料 子ども朋鉄神

炊飯ジャー(J.8t) 10.000円 ラジカセ
バイクヘルメット (L) 1.500同 扇風機
部，ntJス周レンジ 無料 地主iカーペット(I佐用)
シングルペ'"ト 11 Fどt1ft自転車(20-21インチ)
洋ダンス(引出しI~のもの} 11 ダブルぺ''1ト

2 fJtベット(創IIIて式) /1 ワープロ

学科抗{たら・イIリ) 10.000円 i'tt免コピ一般
-'f~主綴{中 1 火子) 3.000円 ぶら下がり健康器
ゆりかご{プラスチ 17) 1.000同 ベビ一体重計
77ション・ジム(健康sm12.000円 応後セット

}じゅうぶんにi~JIlできるィ、JII品 l卓、 百科辞典

ëA'.ものでも~Ulましょうl 拘置(1坪位}

1>ゆずりたい品物、ゆずってほしいJJ，物がありましたら、

生前環境ぷ(2:1⑫4100内線301)へお気経にご連絡を.
1>紛介後のトラブルなどについては‘ Jtf壬を:nいかねます
のでご r... くだ~い.



第 987号一

部
落
差
別
を
な
く
す

市
民
大
行
動

8
月
お
日
に
開
催

同
和
対
策
限

g
⑫
4
1
0
0内
線
3
8
5

t: 

「
部
出
附
冶
別
を
な
く
す
市
民
大
行

動
」
は
.
例
年
じ
川
に
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
次
に
よ
り
八
月
に

行
い
ま
す
.
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
.

と
き
・
:
八
月
二
十
五
日

ω
・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

と
-
ご
っ
:
・
上
田
市
民
会
館

内
容
:
・
①
誘
演

(朝
日
新
聞
大
阪

本
社
編
集
委
員
田
村
正
男
さ
ん
)

②
劇
団

「炎」

の
瓜
生
喬
さ
ん
演

出
に
よ
る
民
話
朗
読
な
ど

え-(l~--Pft和62年 7fJ 16日 広報う

電
話
の
公
売
を

行
い
ま
す

級
税
圃
腸
宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
4
S

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
電
お

加
入
植
{
上
回
電
報
電
話
局
管
内
)

の
公
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
.

と

き

:
・
七
月
二
十
八
日
仰
・
午
前

九
時
三
十
分
(
時
間
厳
守
)
、
受
付

は
九
時
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で

と
こ
ろ
・
;
市
役
所
術
庁
合
五
階
会
議

箆
方
法
・
:
腕
φ
入
札

台

数

:・山
1

川
決
定

公
売
公
告
の
場
所
:
・
市
役
所、刷
M

殿
-

W
岨川

・
川
内
の
作
文
所
、

k
m税

務
持
、
ト
ぃ
小
地
h
H
税
務
所

入
札
参
加
者
・
:
印
鰍
を
お
持
ち
に
な

り
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
.
代

略
人
の
場
合
に
は
必
ず
本
人
自
緩

め
委
任
状
と
代
期
人
の
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
:
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
に

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

縁
の
羽
根
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う

直
属
林
限
宮

4
1
0
0
内
限
S
2
4

四
月

一

nか
ら
五
川
三
ト

一
日
ま

で
長
野
県
織
の
羽
拙
砂
金
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
娘
、

ニ
石
四

ト
八
万
二
千
六
十
問
の
孫
金
が
集
ま

リ
ま
し
た
。
内
訳
は
、
家
庭
募
金
二

百
三
十
三
万
八
千
八
百
二
十
七
川
、

職
場
募
金
九
万
六
千
七
百
五
士

一問、

学
校
募
金
四
万
六
千
四
百
八
十

一
円

と
な
っ
て
い
ま
す
.
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
.こ
の
u
砂
金
は
、

①
公
刷
、
常
・
枝
な

ど
公
共
箱
崎
棋
の
縮
化
、

@
締
め
少
年

間
の
育
成
.
③
節
水
の
配
仰
な
ど
の

u
p
泉
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

7
月
初
日

1
8
月
目
白

夏
の
交
通
安
全
運
動

哀
の
交
通
安
全
や
ま
び
、
」
運
動
が
、

七
月
二
十
八
日
仰
か
ら
八
月
十
六
日

佃
ま
で
の
二
十
日
間
、
岡
県
下

一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
@

夏
は
、
レ
ジ
ャ
ー
、
帰
省
な
ど
に

よ
る
通
行
事
両
が
滑
加
す
る
、
』
と
か

ら
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ

ま
す
.
市
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
飲

防
止
に
ご
憶
力
く
だ
さ
い
.

遺
動
期
間
中
の
量
点

①
夏
休
み
中
の
子
ど
も
、
庁
間
働
省
な

ど
の
焚
通
事
欲
防
止

②
』
竃
…
ぷ
運
転
の
迫
欽

③
二
拍
車
の
交
通
事
故
防
止

@
県
外
車
の
交
通
事
故
防
止

⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

8月の乳幼児健康診査
-樋~~邑~~1詰・惨受付時間…いずれも午後1時-2時。惨持ち物…母子健

康争中長、 パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ (1議6か
月児). また、 1~6 か JI児と 3kt児は、赤ちゃん手l綬の中
にある蝕l決f会資泌を記入してお持ちください.

固定資産税第2期

(都市計画税)

国民健康保険税第 1期
'J. 納
I I 期

・毛γ '， 限

庁内 ザ
月
31 
日
幽
で
す

〈収税標忽⑫4100内線241・有線ω691>

会場 健診 災地目 対 象 児

4か月児
81148 62年 3月16B-3月31日生
8J118f1 62句~ 4月 lB 4月15日生

上岡市保健 r-- 811 6 n 61年 9月168-9月30日生
センター 10か月児 「わ1218 61年101'11 B -10月15日生

トーー stl 5 [] 61年 11'1168 11'131日生
{市役所繍". lta6か月児

81119日 61iF 2月 1B 21115日生
合2階} トーー一 81J3f1 59年 7月 IB 7月158生

3;.1児
8112.日 59iF 7月16B-7月31B生

4か月児
81111 H 

62iF 31'1168 4月15f]生
海図母子健.セン

~iかAかa旦児月旦児
61iF 91'1168 -101'1158生

ター1滋周絶区1
8}] 17日 59年 61'11 B -7月318生

m百社会福祉セン 62年 3月168- 4 1'1 158 ~主

10かfl児 8111211 611J'. 9月16日一101'1158主主
ター(111西地区)

1歳6か月兇 61年 lA16B-2月158生

減量主.tli，品がH央のため、なるべ<*での来1，'はご途慮ください.
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県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

健
康
度
測
定

希
望
者
を
募
集

保
健
予
防
懐

古

@
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

間
以
ト

μ
野
誌
A
H
健
泌
セ
ン
タ
ー

(hμ

野
市
v
h
剛
山
)
で
は
、
能
成
度
測
定
治

中
恥
引
を
募
集
し
ま
す
.

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常
の
続
検

交
の
ほ
か
に
特
に
体
力
制
定
を
行
い
、

町
中
門
的
な
す
.
州
場
か
、
り
抗
出
刊
の
分
析
笈

訟
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
勺
て、

健
康
状
態
を
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

市
役
所
前
か
ら
問
セ
ン
タ
ー
ま
で

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
無
料
送
迎
す
る
予

定
で
す
.
同
.
地
区
で
十
人
以

k
の

お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
近

く
ま
で
パ
ス
が
行
き
ま
す
.

対
象
者
:・
一・・
ト
瓦
歳
以
上
の
市
民

募
集
人
員
・・・

.h問
ト
ャ
h

検
査
内
容
:
・
血
液

q
化川
γ
検
代
、
以

検
点
u.

心
電
図
検
出
u.

限
・
眠
骨
J

災

保
影
な
ど
卜
・
相
円
の
検
古
川
と
体

h
M
測
定
(
治
明
恥
引
の
み
W
H
検
み
)

且寓
鯵
料
・
:
万

.
T
川
(
川
時
に
円

検
診
を
行
う
場
合
は
‘

，
TH

千

円
)

助
成
金
:
・
受
診
料
の
.
部

え広 報 う一第 987号

{
千
円
)

を
納
肋
し
ま
す
が
、
総
助
的
付
総

と
な
る
人
は
... 十
打
.
識
以
上
の
人

で
、
①
閏
民
飽
康
保
険
の
加
入
表
、

②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
助
成

制
皮
の
な
い
人
に
映
り
ま
す
.

ax
惨
日
:・九
川
‘
十
川
中
の
指
定
日

申
込
方
法・
:
住
所
、
氏
名
、
作
品
附
、

伯
作
十
月
刊
、
波
間
孫
号
、
聴
袋
、

加
入
保
険
%
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー

で
受
冷
し
た
句
』
と
の
“
也
知
を
氾
叫

ま
た
は
行
製
は
が
さ
で
似
飽
予
防

ぶ
ま
で
ご
泌
総
く
だ
さ
い
.

由甲
・込
鯵
明
日
・
:
八
月
八

n
ω
(た
だ

し
、
期
限
内
で
も
定
れ
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
受
診
け
な
ど
制
部
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
、
申
込
者
に
通

知
し
ま
す
@

難
病
医
療
相
談
を

開
き
ま
す

よ
図
保
健
所

宮
⑮
1
2
6
0

雌
病
院
僚
の
相
談
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
.

と

8
・
:
じ
け
.. 卜
六
日
制

・
正
午

か
ら
午
後
・

一時
ま
で

と
こ
ろ
:
・上

m保
健
所
(
合
同
庁
舎

内
)

相
際
移
項
:
・
①
病
状
や
病
態
に
つ
い
て

の
駅
午
的
側
別
相
誠

e制
枇
制

度
、
院
療
現
な
ど
の
生
前
利
政

由
申
し
込
み
:
・
-
越
間
前
ま
で
に
よ
間

保
健
所
へ
従
加
で
お
巾
し
込
み
を
.

ペ
ッ
ト
火
葬

ご
利
用
く
だ
さ
い

よ
問
地
織
保
健
環
崎
明
施
股
組
合

大
星
斎
場
宮
@
0
9
8
3

-
火
務
の
対
象

な
ど
)

-
利
用
方
法

次
の
受
付
時
間
内
に

必
ず
大
豆
斎
場
に
逮
柚
析
を
と
り
、
指

定
さ
れ
た
時
間
に
死
体
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
.
(
連
絡
を
と
ら
な
い
で
持

参
し
た
方
は
、

w
t
n
火
品
"
が
山
山
米
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
.
火
甜
押
か
は

，

基
で
、
受
付
販
に
行
っ
て
い
ま
す
)

・
受
付
属
町
間

マ
平
日
は
午
前
八
時

時.
卜
分
か
・
り
午
後
九
時
十

h
分
ま
で

ヤ
ト
町
日
は
午
前
八
川
町

・寸
分
か
ら

午
後
十
-
.
時
:
，
卜
分
ま
で

-
休

*
a
n叫
n、
岡
氏

n.
柑

T
K
A

O
T
始
(
十
日

.n
7・ト
一目
付
か
・
h

リ
一
明
年

.
川
時.
れ
ま
で
}

・
ベ
ッ
ト
持
多
方
法

死
体
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
.
麻
袋
ま
た
は
布
な

ど
{
毛
布
を
除
く
}
に
包
ん
で
お
持

べ
y

ト
(
犬
、
航

ち

く

だ

さ

い

。

~

・
持
移
す
る
も
の

円
六
の
州
場
介
は
一

鑑
札
。
鍛
札
が
な
い
と
き
や
術
な
ど
(

の
場
合
は
飼
い
キ
い
い
の
逆
転
免
貯
証
か
)

鎚
成
保
険
飢
(
似
削
料
決
定
の
た
め
}
{

?
什
を
持
ち
州
る
場
合
は
、
什
を
人
~
"
H
白
川
釈
で
は
、
八
川
の
.
か
川
川

れ

る

自

作

総

。

一

「

行

H
小
川
の
人
を
刷
慨
す
利
減
所
」

・
料
金
の
納
入
は

斎
場
事
務
所
で
~
を
別
次
の
と
お
り
附
設
し
ま
す
.

受
け
付
け
を
し
、
次
の
総
問
料
金
を
)
梢
れ
や
白
紙
駐
の
侭
怖
で
家
出
し
た

お
い
A
払
い
く
だ
さ
い
.

(

ま

ま

に

な

勺

て

い

る

と

か
、
旅
行
や

・
使
用
料
金

~
例
さ
に
川
た
ま
ま
川
忠
が
わ
か
・
り
な

一
い
な
ど
、
家
狭
に
所
。
f

小
川
の
人
が

~
い
る
方
は
、
相
設
所
へ
お
出
か
け
く

一
だ
さ
い
.
相
殺
に
お
出
か
け
の
隙
は
‘

(
な
る
べ
く
本
人
の
写
内
科
や
凸
珠
山
勺
時

の
椋
pf
の
わ
か
る
資
料
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

事火事 会問 務火 l4事a 区分
( 

千 一 主大五 千 ロ
百

宝刊Zグ 裂円 Pl 
) 

( 

七 千 主ィ、
百 五
五 i之前b グE 

十円
百

P:J Z製
) 

添
上
田
市
、

来
初
町
、
業
関
町
、
品
H木

村
以
外
は
別
料
金
に
な
り
ま
す
.

v
a棋
)
程
』
ロH

~
所
~
蹟

「
広
和
う
え
だ
」
仁
川
.
日
発
行
一

相

第
九
八
六
け
の
一二ペ
ー
ジ
」
k
川
市
一

檀

功
労
行
に
ト
一
九
人
を
ぷ
彩
」

小
、
作
一

々

原
柳
M
剛
山
さ
ん
の
私
的
に
浜
り
が

ιり
九

札

ま
し
た
。
広
怖
で
は
、
マ
作
岡
町
附H
}

司

{

h

ハ
ト
必

・
じ
恥
川
)
しと
な
勺
て
い
一

が

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
貸
別
で
し
た
.
}
行

釘

圧

し

て

お

わ

び

し

ま

す

.

一

訂
正
お
わ
び

「行
方
不
明
の
人
を

痩
す
相
談
所
」
開
設
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8月1日佳ト8月318(s) 長野県警察本部鑑首長諜

{平B)午前8:30-午後5:00 {県庁9際)

{土曜日}午前8:30ー正午 合026廼~1251内線2373

8月7日制 上問答祭場

午IFI8:30-午後5:00 包@3565
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